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可とう部に曲げ変形が発生しても、管継
手と同等の水密性を有しています。しか
し、管路において大きな変位は勾配に不
整を生じ、流水上問題があります。した
がって実用上の許容変位範囲を考えれば
十分な可とう性を有しています。

推進工法で敷設する管路では、立坑内の
マンホール取付管の胴折れ対策の他、立
坑外の鋼矢板近傍にも対策が必要です。
CS パイプは、保護カバーの開発により
推進可能ですから、立坑外の所定の位置
に配置することができます。

不同沈下など、大きな偏荷重が作用し、
ヒューム管では抵抗できす胴折れが生ず
る危険がある場合に、可とう性を発揮し
て、曲げ変形やせん断変形して、ヒュー
ム管の折損事故等を防ぎます。

ヒューム管自体胴折れに対して、抵抗力が
ありますから、ヒューム管が耐えられる範
囲の小さな偏荷重では、変形しない性質を
持っている可とう管です。

小さい偏荷重では
たわみません。

大きい偏荷重では
可とう管です。

充分な可とう性を
発揮します。

推進工法が
可能です。

中川ヒューム管は“可とう性ヒューム管は所定の曲げ性能をクリアー
するだけで良い”という考えを一新しました。少なくとも管自体で抵抗
できる曲げモーメント以下の荷重では変形しないで一定の曲げモー 
メン卜を超えた場合に初めて可とう性を発揮する構造の可とう管の 
開発にとり組み、生まれたのがCSパイプです。
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可とうゴム

可とうゴム

可とうゴム

・
・

・立坑用の空ぶせは保護カバーなし。（呼び径1350以下）
・開削用の呼び径1500以上は保護カバー付きです。



A JIS A 5372のNC形および

挿し口

EX形、

挿し

JSWAS A-1のC形の規定による。

B形

呼び径 継手形状
寸　法（mm）

参考質量
（kg）管　厚 ウェア

　の幅
　可とう
ゴムの幅 有効長

 150

JIS A
53₇2

JSWAS
A-1

B形

 2₆

300 200 2000

   ₇₇
 200  2₇   103
 250  28   131
 300  30   1₆5
 350  32   204
 400  35

350
240

2430

  30₆
 450  38   3₇3
 500  42   45₉
 ₆00  50   ₆₆0
 ₇00  58   8₉₉
 800  ₆₆ 400  11₇0
 ₉00  ₇5  1520
1000  82

450 300

 1850
1100  88  21₉0
1200  ₉5  2₆00
1350 103  31₉0

注1．�呼び径 150 ～ 350 は有効長 1000mm に、400 ～ 1350 は有効長
1200mm にすることが出来ます。

NC形

呼び径 継手形状
寸　法（mm）

参考質量
（kg）管　厚 ウェア

　の幅
　可とう
ゴムの幅 有効長

1500

JIS A
53₇2

JSWAS
A-1

NC形

140

450 300 2300

 4050
1₆50 150  4₇₆0
1800 1₆0  5530
2000 1₇5  ₆₇10
2200 1₉0  8010
2400 205  ₉400
2₆00 220 10₉00
2800 235 12₆00
3000 250 14300

注1．�呼び径1500～1800の管は有効長1080mmにすることが出来ます。



A JIS A 5372のNC形および

挿し口

EX形、

挿し

JSWAS A-1のC形の規定による。

CSP-J・CSP-P

呼び径 継手形状
寸　法（mm）

参考質量
（kg）管　厚 ウェア

　の幅
　可とう
ゴムの幅 有効長

 200

JSWAS
A-₆

SJS
SJA
SJB

 5₉
300 200 2000

  23₆
 250  55   2₆0
 300  5₇   315
 350  ₆0

350
240

2430

  4₆2
 400  ₆3   548
 450  ₆₇   ₆51
 500  ₇0   ₇4₉
 ₆00  80  1030
 ₇00  ₉0  1340
 800

JSWAS
A-2

JA
JB
JC

 80 400  1330
 ₉00  ₉0  1₆₇0
1000 100

450 300

 20₆0
1100 105  2380
1200 115  2840
1350 125  34₆0
1500 140  4310
1₆50 150  50₆0
1800 1₆0  58₉0
2000 1₇5  ₇140
2200 1₉0  8520
2400 205 10100
2₆00 220 11₇00
2800 235 13400
3000 250 15300

注1．�呼び径 200 ～ 300 は有効長
1000mm に、350～ 3000 は有
効長1200mmにすることが出
来ます。

　2．�小口径推進管は、先頭管C
及び短管Dにも可とう部を
設けることが出来ます。



CSパイプの変形性能は、下表のとおりとなります。

可とう性ヒューム管
可とう性推進管

曲　げ

せん断

軸方向
耐荷力

CSパイプの推進力に対する許容耐荷力は、JSWAS A-2、
A-6 規格の管と同じです。実験により、許容耐荷力を満足す
ることを確認しております。

可とう部変形量（mm）
沈下量 伸び量

地震動
レベル 1
照査値

30 20

地震動
レベル 2
照査値

₆0 40

呼び径 曲げ角度
（度）

200 ₇.2
250 ₆.3
300 5.5
350 4.₉
400 4.3
450 3.₉
500 3.₆
₆00 3.0
₇00 2.₆
800 2.4
₉00 2.1
1000 1.₉
1100 1.₇
1200 1.₆
1350 1.4
1500 1.3
1₆50 1.2
1800 1.1
2000 1.0
2200 0.₉
2400 0.8
2₆00 0.8
2800 0.₇
3000 0.₇

CSパイプの
変形性能

耐震検討時の
曲げ角度
照査値
地震動レベル 2
推進用の場合【 】

※�上表の変形性能値を元に
算出しております。



.

　可とう性ヒューム管は、右表に示す曲げ角
度で、開削工法用CSパイプは0.1MPa、推
進工法用CSパイプは0.2MPaの水圧に耐え
る水密性を有しています。したがって、耐震
上のレベル 1計算値に対して十分に安全なも
のとなっており、レベル 2に対しても適応し
ております。

　CSパイプの曲げ性状は、ウェアーに切断
が生じるまでは曲がらないが、切断が始まる
と曲げ角度が増加して行きます。そのときの
曲げ抵抗力は、右表の範囲を標準としており、
その大きさは管本体が折れない強さとなって
おります。

呼び径

抵抗曲げモーメント

開削工法用
小口径推進工法及び推進工法用

推進用 立坑用

 150 1.2～ 2.2 － －

 200 1.₉～ 3.5  5.₆～ 10.0 3.0～ 5.5

 250 2.8～ 5.1  ₇.1～ 13.0 3.8～ ₇.1

 300 3.8～ ₇.1  ₉.4～ 1₇.0 5.1～ ₉.4

 350 5.1～ ₉.4 12.0～ 23.0  ₆.5～ 12.0

 400  ₆.5～ 12.0 15.0～ 28.0  8.2～ 15.0

 450  8.2～ 15.0 1₉.0～ 35.0 10.0～ 1₉.0

 500 10.0～ 1₉.0 22.0～ 42.0 12.0～ 22.0

 ₆00 14.0～ 2₇.0 32.0～ 5₉.0 1₇.0～ 32.0

 ₇00 20.0～ 3₇.0 3₇.0～ ₆₇.0 23.0～ 42.0

 800 2₆.0～ 48.0 40.0～ ₇4.₉ 2₇.0～ 51.0

 ₉00 33.0～ ₆0.0 45.0～ ₇₉.₇ 34.0～ ₆4.0

1000 40.0～ ₇4.0 55.0～ ₉₉.8 43.0～ ₇₉.0

1100 48.0～ 8₉.0 5₇.0～ 110 51.0～ ₉4.0

1200 5₇.0～ 110 ₇0.0～ 130 ₆0.0～ 110 

1350 ₇1.0～ 130 80.0～ 1₆0 ₇₆.0～ 140 

1500 88.0～ 1₆0 100～ 1₉0 ₉4.0～ 1₇0 

1₆50 105～ 200 130～ 230 112～ 210

1800 125～ 230 150～ 280 133～ 250

2000 155～ 2₉0 180～ 340 1₆3～ 300

2200 1₉0～ 350 220～ 410 200～ 3₆0

2400 220～ 410 2₆0～ 480 230～ 430

2₆00 2₆0～ 4₉0 300～ 5₇0 2₇0～ 510

2800 300～ 5₆0 350～ ₆50 320～ 5₉0

3000 350～ ₆50 400～ ₇50 3₆0～ ₆₇0

呼び径
耐水圧（MPa） 曲げ角度

（度）開削用 推進用

 150～ ₇00 

0.1 0.2

5.0

 800～ 1200 3.0

1350～ 2000 2.0

2200～ 2₆00 1.5

2800～ 3000 1.0
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